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s＂’el ingと呼んで居る． こ、で私迷は H分Hで数え
られる期間内に起る Swellingは恐らく vascular
bedの容積の噌大 H時間H で数えられる Swellingは
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恐らく C.S. F.の変化更にグ日F をもって数えられ
る変化を本当の edemaによると考えている．
尚私が組織学的所見のところでのべた tumifaction
と云うのは intracellularの変化即ち histological 
な nomenclatureで先の肉眼的 Swellingと区別し
なければならない．
3) 血管の変化が edemaの発生に大切らし1.-、こと
はEvansと同意見である．併しその変化は必ずしも
vascular bedの増大のみを意味しない．それは更に
透過性の障害更に血管壁細胞の変性をも含むもので夫
々の結果あらわれる症状がその形に於ても時期に関し
ても相異っても差支へない．
追加・質問 荒木教授
脳虚脹というのは元来肉眼的変化につけた名称では
ないか． 脳射撃実験では脳麗脹が容易に起るように
思うが．
答
1）鉄砲による実験に似て居るものに airgun を
使用したものがありますが，これにも肉眼的な著明な
edemaの変化は見て居りません．
側 逆流性食道炎の成因に関する酵素学的研
究（第 l報）
外E 石上浩一・高槻春樹・間嶋正徳・
松尾裕・イ田光雄・稲井健・
木村正也・鈴木博
逆流性食道炎の発生機序を犬を用いて実験に匡した
結果からp 従来Wangensteenらの唱える酸ペプシン
説あるいはトリプシン説は再検討さるべきものである
ことを主張したい．すなわち犬の消化管各部位粘膜か
らの精製蛋白質の示すプロテアーゼ作用抵抗性を比較
悔すし，また消化管媛手E部を中心とした組織学像から
粘膜蛋白質の消化においてはカテプシンの意義が重大
であることを明らかにしP また遊離消化管壁に対する
各種の化学的障害作用を組織学的に吟味しP 更にかか
る実験的食道炎が食道でも最も血液循環の悪い部位に
一致して発生することなどを明らかにして，以上から
逆流性食道炎の発生に当つては食道粘膜蛋白質がペプ
シン又はトリプンン消化に対して抵抗が異常に低いこ
とも役割を演じてはおるがp 健常生活粘膜蛋白質が消
化され易くなる先行条件としてP カテプシン，胞汗な
どの作用が大いに考慮さるべきものであることを主張
する．
同五たび経静脈性脂肪輸入について
一特に生体内脂肪代謝過程からみた脂肪の
栄養学的意義に対する批判ー
外E 日笠頼則他7名
新たに施行した放射性 p32を以てする生体内脂肪代
謝過程の究明成績と従来行って来た組織顕微化学的あ
るいは生化学的実験成績とから，脂肪の栄養学的意義
を論ずるに当つては，間接的酸化型式を営む比率の大
なる脂肪酸を比較的多量に合有する脂肪と直接的酸化
型式を営む比率の大なる脂肪酸＇（勿論その中には不可
欠脂肪酸も含まれる）のみからなる脂肪とを厳重に区
別して考える必要性のあることを明らかにしp 前者が
生体に対し；著しく不利であるに反し，後者は著しく有
利でp 斯る脂肪の投与なくしては名画丙態下に於ても
栄養の万全を期し得ずp殊に脂肪の有する glycogen-
eticな Actionあるいは水分代謝に及ぼす影響を重
要視しなければならないのである． 而して不可欠脂肪
酸の欠乏は毛細血管性の出血または浮種発生の基盤と
なり得る可能性を明らかにすることが出来た．更に脂
肪の投与に当って注意すべきことは，それが自働酸化
によって容易に生ずる過酸化物の混入に対しても，極
めて充分なる注意を要すべきことを明らかならしめる
ことが出来た．
回肝硬変症の実験的研究（第3報）一肝血
管系の病態生理一
外I本庄一夫・線｝野幸吾・占部英彦・
足立和保・石黒稔・柴垣進・
土屋涼一・宮脇英利
肝静脈を狭窄してp大に門脈圧冗進，腹水，腹壁静
脈怒張を来さしめp 次でこれら実験犬に及ぼす肝動脈
血流遮断の影響を検し，腹水貯溜犬に対して腹水の消
失， 門脈圧低下， 2.3の肝機能の好転する事実を知り，
既に第l報F 第2報で報告した．
そこで今回協何故に肝動脈血流遮断がいかなる効
果を示すかp 主として門脈循環に就いて検討を加える
と共に，肝動脈血流遮断後の肝嬢死発生率を左右する
抗生物質，その他の因子の作用機転を追究し，肝臓に
対する肝動脈血流遮断時の門脈の意義に就き新しい解
釈を下さんと欲するものである．
同 間脳部腫疹による性早熱
荒木千里
性早熟を伴った間脳腫疹7例と桧果休部に損傷を与
えた一連の動物実験とを報告した. (1）桧果体の内分泌
というものは認め得ないー（2）鶏p ラッテで桧果体周閉
組紙を破壊するとP 多くの身体・生殖器発育抑制例に
混って少数の発育促進例を得るが，どこを損傷すれば
促進を来すのか不明である．叉我々の性早熟4例では
灰白隆起部の変化が問題になるように思われたが，文
献的にはそうとは限らない．結局間脳の任意の点から
朔楠様の異常興奮が起って，それが比較的健存する性
中枢（視床下部前半及び第三脳室上壁部）を慢性刺戟
することが性早熟の原因ではないかと考えるのが多く
の事実を説明するのに一番好都合なように思う. (3）他
方繊毛上皮瞳様組織を混ずる崎形麗によって性早熟を
来すこ とがあり， この種の崎形種が間脳に生じた時に
は，繊毛上皮性の性早熟と間脳性の性早熟とが合併す
ることになる．
